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 １．マウス生体への新しい遺伝子導入法 
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遺伝子の生体における機能を明らかにするうえで、生体への簡便な遺伝子導入法の開発が
重要である。目的によっては、これらは遺伝子改変動物（トランスジェニックマウス）な
どに代わるものとなる。遺伝子導入に用いる運び屋（ベクター）は、viral vector と non-viral 

vector に分けられる。これらは直接、生体への導入に用いられるが、細胞を体外に取り出
し、それに遺伝子導入して生体に戻す、いわゆる ex vivo の方法にも用いられる。これま
で生体へのさまざまな遺伝子導入法が開発されているが、中でも nonviral な導入法として
も最も単純なものは、筋肉への naked DNA 法（発現プラスミド DNA をそのまま筋肉に
注射する）である。しかし、この方法は導入効率が非常に低いことが難点であった。これ
を改善した in vivo electroporation と hydrodynamics 法が手技の単純さ、安全性の面から
注目されている。我々はこの手法がマウス、ラットへの遺伝子導入法として非常に優れて
いることを示してきた。本講演では、この方法のあらまし、成績と改良点、応用例につい
て紹介する。もう１つの話題として、我々が最近開発した Cre/loxP を用いたアデノウイ
ルスベクター作製法とその応用を紹介する。 


